
 

 

 

 

 

◆支援対象校の現状：（１）ドンケオ小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

ドンケオ村の住民たちが独自に建てた、築 19年の半

コンクリート半木造校舎 A（1・2・3年生 80名が使用） 

住民が独自に建てた、築 2年の竹でできた仮設校舎 B

（4・5 年生 31名が使用） 

 

校舎 A教室内の様子。教室の広さが不十分で、机と椅

子の数も不足しているため、1 年生から 3年生までの

児童 80名がすし詰め状態で学ばざるをえず、学習に

適した環境とは言い難い。 

「ラオス・ルアンパバーン県における住民参加による学校教育環境改善事業」 

公益社団法人シャンティ国際ボランティア会（ＳＶＡ） 

 

仮設校舎 B教室内の様子。床の地面がむき出しのた

め、晴天時はほこりっぽく、雨天時にはぬかるんで

しまい、学習に適した環境とは言い難い。 



 

◆支援対象校の現状：（２）プーカン小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

プーカン村の住民たちが独自に建てた、築 16年の木造 4教室校舎。 

3教室を 1年生から 5年生までの 186 名が使用、残り 1教室は職員 

室として使われている。老朽化が進んでおり、児童の安全性が懸念 

される。 

教室内の様子。床の地面がむき出しのため、晴天

時はほこりっぽく、雨天時にはぬかるんでしまい、

学習に適した環境とは言い難い。 

竹でできた教室内の壁は薄く、一部は修理が追

いついておらず大きな穴があいている。そのた

め、隣の教室の音が筒抜けになってしまい、児

童が授業に集中できない状況にある。 

 




